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・現在、本学の美術工芸資料館が所蔵するポスターのうち著作

 

権調査をクリアした約３００点について試験的に公開しています。

「ケルムスコット・プレス設立主意書（巻頭見開）」

ウィリアム・モリス 著 1898年

「ハンガリーの陶器（鉢）」京都高等工芸学校図案科の教材・標本と

 

して購入・収集された陶器

「中澤岩太博士像」浅井

 

忠

1903年京都高等工芸学校初代校長

「匹田縫（裂）、菊松竹梅

に宝尽くし縫：

黒地斜格子に菊模様小袖裂」

・平成１９年度は、ポスター以外の収蔵品についても登録していく

 

とともに、学術論文、紀要等の登録を計画しています。

http://repository.lib.kit.ac.jp/dspace/index.jsp

＜美術工芸資料館＞
美術工芸資料館は1980年学内共同教育研究施設として設立さ

 

れ、本学前身の京都高等工芸学校創設時(1902年)から教材とし

 

て収集してきた資料を所蔵し、所蔵資料について教育研究を行い、

 

さらに展示を目的とする施設です。



 

京都工芸繊維大学の学術機関リポジトリ 

「ＫＩＴ学術成果コレクション」について 
 

（１）現状 
・平成１９年３月２６日（月）に試験運用を開始しました。 

・現在、本学の美術工芸資料館の所蔵品のうち、著作権調査をク

リアしたポスター約三百点を登録し公開しています。 

・平成１９年度以降は、論文関係、紀要、を中心に登録を行う予定

です。 

 

（２）全般的な推進・運用体制 

   ・運用に当たっての企画・立案や全学的な合意・周知などについて

は全学委員会である情報化推進委員会学術情報活性化専門部

会に設置される「ＫＩＴ学術成果コレクションワーキンググループ」を

通して具体的な作業を行います。（規則類の整備などは現在検討

中です） 

・推進グループは、全学的な視点から学術情報の集積と発信を行

うことが必要なため、学内に点在する学術情報システムの運用管

理を実際に行っている教職員を幅広く構成員とする予定です。 

 

（３）コンテンツの収集とデータ入力  
     ・コンテンツの収集に当たっては他システムとの連携が必要となり

ます。また電子化されていない紙ベースの情報を電子化するため

のスキャニングや遡及入力を行う業務も今後実施していく予定で

す。  

・コンテンツの登録に関しては、研究者自らが行うセルフアーカイブ

化を目指しますが、当面は図書館を通じて登録を行います。 
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JuNii 京都工芸繊維大学ホームページ
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 紙又は電子媒体 

（研究者等によるセ
ルフアーカイブ化
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